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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。

処方せん医薬品

このたび、標記製品の「使用上の注意」を以下のとおり改訂いたしましたので、お知らせ申
し上げます。
なお、DSU（医薬品安全対策情報）への掲載は、No.１４８（平成１８年４月発行予定）になる予
定です。
今後の弊社製品のご使用に際しましては、本書を適正使用情報としてご活用いただきますよ
うお願い申し上げます。
◎最終頁に改訂後の添付文書全文を掲載しておりますので、併せてご参照ください。

［改訂箇所及び改訂理由（項目別）］

１．使用上の注意
〈改訂部分抜粋〉 下線部分を改訂いたしました。

８．適用上の注意
貼付部位：�皮膚の損傷又は湿疹・皮膚炎等が

みられる部位には貼付しないこと。
�貼付部位に、発汗、湿潤、汚染等
がみられるときは清潔なタオル等
でよくふき取ってから本剤を貼付
すること。
特に夏期は、一般的に密封療法で
は皮膚症状が誘発されることが知
られているので、十分に注意して
投与すること。
�皮膚刺激を避けるため、毎回貼付
部位を変えること。
�自動体外式除細動器（AED）の
妨げにならないように貼付部位を
考慮するなど、患者、その家族等
に指導することが望ましい。

改訂理由

社団法人日本循環器学会より、自動体外式除細動器（AED）の適正使用を促すための「硝
酸薬貼付剤の貼付場所に関する提言」が、平成１７年１０月３日に出されました。
この提言を受け、平成１８年３月２４日付厚生労働省医薬食品局安全対策課事務連絡に基づき、
「使用上の注意」の「適用上の注意」に上記事項を追加記載致しました。

使用上の注意改訂のお知らせ

８．適用上の注意
貼付部位：�皮膚の損傷又は湿疹・皮膚炎等が

みられる部位には貼付しないこと。
�貼付部位に、発汗、湿潤、汚染等
がみられるときは清潔なタオル等
でよくふき取ってから本剤を貼付
すること。
特に夏期は、一般的に密封療法で
は皮膚症状が誘発されることが知
られているので、十分に注意して
投与すること。
�皮膚刺激を避けるため、毎回貼付
部位を変えること。
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